
健全化判断比率
2024年度神栖市一般会計・特別会計決算審査等の
結果について

主な事業
◆7つの政策
1. 医療・健康福祉
医療特別対策事業……………………………………… 4億9,673万円
医療機能分化・連携再構築整備支援事業…………… 3億  395万円
高齢者敬老事業………………………………………… 3億5,979万円
子ども・子育て支援事業……………………………… 2億4,885万円
健康増進事業…………………………………………… 1億2,922万円

2. 生活環境
廃棄物減量処理対策事業……………………………… 11億6,437万円
消防施設整備事業……………………………………… 1億5,357万円
防犯対策事業………………………………………………… 7,965万円
災害等対策事業……………………………………………… 4,688万円

3. 産業
農業振興事業………………………………………………… 6,837万円
観光振興事業………………………………………………… 5,225万円
園芸振興事業………………………………………………… 4,773万円
水産業振興事業……………………………………………… 2,688万円
スポーツツーリズム推進事業……………………………… 1,446万円

6. 地域づくり
コミュニティセンター管理運営事業………………… 3億2,309万円
まちのにぎわいづくり事業…………………………… 2億6,544万円
かみす子育て住まいる給付金……………………………… 9,550万円
地区活動支援事業…………………………………………… 5,404万円

4. 都市基盤
上水道整備事業………………………………………… 11億5,074万円
公共下水道整備事業（汚水・雨水）…………………… 11億  104万円
市道補修・市道整備事業……………………………… 10億6,914万円
市営住宅建替事業……………………………………… 6億3,350万円
雨水排水対策事業……………………………………… 4億2,188万円

7. 自治体運営
電子自治体推進事業…………………………………… 1億7,022万円
広報事業（行政情報の提供）・広報戦略事業………………… 7,629万円

5. 教育・文化
かみす防災アリーナ運営事業………………………… 8億9,608万円
運動施設管理運営事業………………………………… 5億4,187万円
小・中学校給食費の無償化…………………………… 1億7,839万円
学力向上推進事業……………………………………… 1億6,667万円
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神栖市決算

　地方自治法第233条第2項及び同法第241条第5項の規定に
基づく2024年度神栖市各会計歳入歳出決算及び各基金の運用
状況に関する審査の結果を次のとおり公表します。
　2025年8月21日

神栖市監査委員　　池田　誠　　須田　光一
1 審査の対象
（1） 2024年度神栖市一般会計歳入歳出決算
　　�2024年度神栖市国民健康保険特別会計外2特別会計歳入
歳出決算

（2） �2024年度神栖市高額療養費及び出産育児一時金貸付基金
外3基金運用状況

2 審査の期間　2025年7月15日から2025年8月21日まで
3 審査の方法　審査に当たっては、各会計歳入歳出決算書、同
事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書が
適法に調製され、かつ、計数に誤りがないか、予算の執行は、
効率的かつ適正に執行されているかの諸点について、関係諸帳
簿及び証拠書類と照合し、必要に応じて関係職員に説明を求め
審査を実施した。
　また、各基金の運用状況については、関係諸帳簿及び証拠書
類により計数の確認をするとともに、効率的かつ適正に運用さ
れているか審査を実施した。
4 審査の結果　審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項
別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、関
係法令に準拠して作成されており、いずれも決算計数は、関係
諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認めら
れた。
　また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係
諸帳簿等及び証拠書類と符合しており、誤りのないものと認め
られた。

　財政状況が良好かどうかを示す指標です。数値が低
いほど良好であり、「早期健全化基準」以上の指標が1
つでもあると、自主的な財政再建を進めなければなり
ません。また、「財政再生基準」以上の指標が1つでも
あると、国の監督の下で財政健全化を進める必要があ
ります。神栖市は「早期健全化基準」を大幅に下回って
おり、財政運営は健全です。
2024年度決算に基づく健全化判断比率

比　率　名 数値
（前年度）

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 －
（－） 11.84％ 20.0％

連結実質赤字比率 －
（－） 16.84％ 30.0％

実質公債費比率 4.9％
（4.2％） 25.0％ 35.0％

将来負担比率 45.0％
（27.8％） 350.0％

用語解説

実質赤字比率▶主に一般会計でどれくらいの赤字があるの
かを表したもの
連結実質赤字比率▶市全体でどれくらいの赤字があるのか
を表したもの
実質公債費比率▶借金の返済にどれくらいの負担が見込ま
れるのかを表したもの
将来負担比率▶将来どれくらいの負担が見込まれているの
かを表したもの

資金不足比率
　公営企業会計の水道事業会計・下水道事業会計につ
いて、資金不足額はありませんので、算定されません
でした。
用語解説

資金不足比率▶各公営企業会計において、事業規模に対し
て資金の不足額がどれくらいあるのかを表したもの

2024年度神栖市公営企業会計決算審査の結果に
ついて
　地方公営企業法第30条第2項の規定に基づく2024年度神栖
市公営企業会計（神栖市水道事業会計及び下水道事業会計）決算
審査の結果を次のとおり公表します。
　2025年7月24日

神栖市監査委員　　池田　誠　　須田　光一
1 審査の対象　2024年度神栖市水道事業会計決算
　　　　　　　2024年度神栖市下水道事業会計決算
2 審査の期間　2025年5月28日から2025年7月24日まで
3 審査の方法　審査に当たっては、各決算報告書、財務諸表及
び附属書類が適法に調製され、かつ、企業の財政状態と経営成
績を適正に表示しているか、また、予算執行及び事業の経営管
理は企業の経済性を発揮し、住民の福祉を増進するよう運営さ
れているかに主眼を置き、提出書類の内容について説明を求め
るとともに、関連施設の管理運営状況の確認をおこなうなどし
て審査を実施した。
4 審査の結果　各決算報告書及び財務諸表等は、関係法令に準
拠して作成されているとともに、その内容等について審査した
結果、計数的に正確であり適正なものであると認められた。

健全化判断比率等審査の結果について
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項及
び同法第22条第1項の規定に基づく審査の結果を次のとおり
公表します。
　2025年8月21日

　神栖市監査委員　　池田　誠　　須田　光一
1 審査の概要　この審査は、市長から提出された神栖市健全
化判断比率及び公営企業会計資金不足比率並びにその算定の
基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかど
うかを主眼として実施した。
2 審査の期間　2025年8月4日から2025年8月21日まで
3 審査の結果　審査に付された健全化判断比率及び資金不足
比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い
ずれも適正に作成されているものと認められた。
　各指標において、当市の数値は、財政健全化を目指す段階
となる早期健全化基準を下回っている状況であるが、将来負
担比率については、前年度と比べ 17.2ポイント上昇してい
る。インフラ整備をはじめとした公共施設の老朽化への対応
などが要因であると思われるが、今後は各比率の推移を十分
注視し、既存事業の見直しや自主財源の確保を積極的に図っ
ていくなど中長期的な視点で財政運営にあたられたい。
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